





























































約90.000台(市内局番では， 410， 411， 412， 413， 






























目 故障数 影 響
入 加入電話(重要加入) 88.817 
電 重要
話 (355) 通話不能
等 公衆電話 1.377 
専用線・特定通信回線 2.756 金融機関などを中心







































































発 生 年 月 日 1975年2月27日深夜 1975年4月20日昼 1984年11月16日昼
復 |日 年 月 日 1975年3月21日深夜 1975年5月3日夕刻 1984年11月24日夜
復 |日 日 数 23日 14日 9日
加 入 者 数 104，000加入 19，000加入 89，000加入
被
局引込みケーブル 320条中210条焼失 4条完全焼失 104条完全焼失
害 M D F 完全焼失 完全焼失 微少被害
状 交 換 機 約1/3焼失 完全焼失 被害なし
況






































































































































































日 19日 20日 21日
f数メ主寸. 電 話 3，730 4，535 3，681 
フ 7 ク ス 362 353 224 
計 4，092 4，888 3，905 
復数| 日
加入電話 O 378 462 











22日 23日 24日 25日 言十
3，706 1.516 879 33 18，080 
213 26 35 O 1，213 
3，919 1.542 914 33 19.293 
11.836 31，941 88，817 88，817 
80 589 1，377 1，377 
」一一
11月16日幽
11 : 47 この頃，火災発生。電話不通に。




































9 : 00 総合相談窓口開設(以降27日まで)0 <電
電公社，水道局，東京ガス;相談窓口
開設〉。






8 : 30 区，伝言とりつぎサービスの応援20名。
(22日も応援)
11月22日(柑
































































軒 茶 屋 18: 03 
太 子 堂 21 : 10
池 尻 15 : 05
宿 15 : 30 
下 馬 17 : 05
下 馬 四 20: 00 
上 馬 15 : 57
世 田 谷 21 : 00 
若 林 17: 55 
松 ケ 丘 16 : 40 
桜 丘 21 : 20 
桜 木 18 : 05
署 長 /ι九、 舎 12 : 05
淡 島 通 14 : 10






















































































女性が多い。年令別では， 30歳代， 40歳代， 50歳

















性 jJlJ 年 齢 職 業(回答者) (世帯主) 家族数
男 30.2% 20 代 3.9% 雇用者 15.8% 43.2% 1 人 5.1% 
女 65.8% 30 代 2.4% 自営業 6.4% 8.8% 2 人 16.9% 
不明 4.0% 40 代 24.2% 自由業 5.8% 6.8% 3 人 17.1% 
50 代 21.8% 管理職 4.3% 19.4% 4 人 33.5% 
入院家族の有無
60 代 13.9% 玉 婦 50.4% 2.8% 人 14.9% 5 
いた 5.9% 70才一 11.1% 学 生 0.8% 0.2% 6人一 10.0% 
いない 90.7% 不明 2.6% 無職他 13.2% 15.8% 不明 2.4% 




























業 干重 代表者年令 従業員規模 情報器機
建 設 業 3.1% 20 代 0.4% 1 人 4.1% ファクシミリ 7.5% 
製 造 業 12.1% 30 代 7.6% 2-4人 57.9% プッシュホーン 20.6% 
卸 売 業 7.6% 40 代 27.4% 5-9人 24.4% 自動車電話 2.2% 
']廿E 業 44.8% 50 代 36.8% 10-14人 4.5% 端 末 機 3.1% 
飲 食 業 14.3% 60 代 22.4% 15-19人 2.7% そ の 他 3.9% 
運 輸 業 1.3% 70才一 5.4% 20人~ 6.3% な し 70.6% 
不 動 産 業 1.3% 
その他サ}ピス業 13.0% 
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そ遠体 お他人 混れく カf !を苫が でん
ほて 不由自
のど 不便 離気いれにて
用事 で らな 時間行 れる
治宝 t な カ宝
































i 話E向 i五重量i霊fZ童めゃなと ツ他な
て書葉ど 霞話 ト どい公でり ベ勤























































































































































































































































































































最困ったも 次困 にった 計
家族聞の連絡 32.3% 15.6% 47.9% 
親族問の連絡(受信) 21.0% 30.7% 51.7% 
同 上 (送信) 19.6% 19.6% 39.2% 
仕事の連絡(受信) 18.3% 6.4% 24.7% 
知人・友人の連絡(受信) 15.6% 19.6% 35.6% 
同 上 (送信) 14.2% 14.7% 28.9% 
仕事の連絡(送信) 13.5% 12.0% 25.5% 
病院への連絡 5.2% 2.8% 8.0% 
銀行が使えなかった 4.4% 2.5% 6.9% 
消防署への連絡 2.3% 1.5% 3.8% 
警察署への連絡 2.1% 1.5% 3.6% 
学校への連絡 1.3% 4.0% 5.3% 
区役所への連絡 0.6% 0.6% 1.2% 







較べると， r短かったJが各々16%，9 %， rすこ
し長かったjが各々46%，27%に対し， rかなり
長かったJは各々26%，36%， r非常に長かったJ







短 す 地、 非常治、 」、， な
つ し り








































































18%， 120-30%減J34%， 140-50%減J12%， 






































010 20 30 40 50 60 70 80 90 100% 

























2.38 1. 79 
取引先の受信 28.9
不 20-30% 31.6 
お客からの受信 48.6 
2.68 2.09 通 取引先の受信 26.4
時
の
40-50% 11.0 お客からの受信 52.0 収 取引先の受信 16.0
2.71 1.83 
入















不 注文 仕入を 他で
(相手) 変 とり 減す 連絡係
短縮
仮営業
注文客・支庖 33.3 66.7 。33.3 。33.3 
仕入先・販売先・客 77.8 11.1 。7.4 。3.7 
仕入先・客・販売先 44.7 31.6 2.6 7.9 10.5 5.3 
仕入先・客・販売先 23.6 52.8 19.4 9.7 13.9 9.7 
仕入先・客・販売先 8.0 40.0 28.0 16.0 32.0 4.0 
仕入先・客・販売先 14.3 71.4 2泡.6 71.4 14.3 。
客・仕入先・販売先 12.5 50.0 37.5 。12.5 12.5 




















































相 親 友 利用段手 利用段手 Zとzf 急に必要 復旧の L方 性別 最も年令手
の し し -つ おに 最も困ったこと 突出
種
兄 た た てコ 心配た 金な もいの 男 女の
送信 戸信3ζ • た がつ 早な 番号 し平日 相 類 弟 人 カ吉 た くら た
とくに困ら
54.9 1.26 1.33 37.8 37.8 1.29 0.50 0.95 1.2 3.7 家族連絡 23.2 19.5 14.6 58.5 24.4 74.4 40 なかった 70 
すこし困っ
71.6 1.64 1.69 50.8 40.1 1.85 0.90 2.10 6.3 11. 7 同上 33.8 32.2 22.1 40.1 30.9 66.6 30 た
かなり困っ 82.2 2.36 2.36 54.4 54.4 2.42 1.46 2.63 14.4 16.7 仕事先か 22.2 32.2 43.3 33.3 63.6 50 た らの受4 信晶 30.0 
非常に困っ
82.1 2.93 3.07 53.6 53.6 3.00 2.07 2.82 39.3 25.0 同上 46.4 53.6 10.7 17.9 39.3 57.1 70 た


























































































































































































































































































































少 多 少 多 な L 不安
主婦 学生 主婦 学生 学生 会社員
回答者職業 無職 自由業 自由業 管理職 無職
自営業 会社員 自営業
主婦 自由業 自営業 無職 自由業 管理職
世帯主職業 会社員 管理職 管理職 主婦 会社員 自営業
自由業 無職
家族人員 少 多 少 多 多 少
回答者年令 若 老 老 若 老 若
". 性別 男 女 男 女 女 男
平常時電話 少 多 少 多
仮設電話
送受信の不便 な し 送信
現金入用 な し必要
入院家族 無 有
緊急用事 な し あ り な しあ り
不 安 地、 な し不安
長かったか 短い 長い
困ったか な し 困った な し困った
心配事の発生 一
長かったか 現実に困ったか 復旧のし方
短い 長い 困らない 困った 遅も元くにと 早 く
主婦 学生 管理職 学生 無職 学生
自由業 会社員 主婦 会社員 管理職
管理職 自営業 自由業 主婦
自由業 主婦 無職 自 由 会社員 無職
自営業 会社員 主婦 自営 管理職 主婦
無職 自由業
若 老 若 老 老 若
男 女 女 男 女 男
少 多 少 多 少・多 中位
少 多
な し 受信 な し 送受信
いない いた
な L あ り あ り な し
な し 不安 な し 不安
短い 長い 短い 長い
な し 困った な し 困った


































主婦 会社員 無職 自営業
会社員
142 71 4 1 





16 2 62 1 
(3.0) (0.4) (11. 7) (0.2) 
帯 11 2 32 自営業







12 1 1 







268 84 70 34 






者 の 職 業
自由業 管理職 学生 不明 計
6 1 1 3 229 
(1.1) (0.2) (0.2) (0.6) (43.0) 
22 2 103 
(4.1) (0.4) (19.4) 
3 84 
(0.6) (15.8) 
1 1 47 
(0.2) (0.2) (8.8) 
22 2 36 





1 9 17 
(0.2) (1.7) (8.8) 
31 23 4 18 532 










-1.5 -1.0 -0.5 
' E 変 数
孟 1扇相関

















































































































































































































































































業 数日後 66 












。 1.5 2.0 0.5 1.0 




























-0.5 。 0.5 1.0 
0.187 
使 送受信とも 79 
製造業 10 
業 その他 2 0.185 

































91 0.354 。 ，
???






平 1-9回/日 44 
常 10-19回/百 381 0.160 
電 20-29回/8 22 
話 30-49回/日 16 
50回/日以上 2 
何 l
不 受 1言 45 
使 送受信とも 75 
収 増加・不変 35 
入 10%ほど減少 231 Oo1l3 
の 20-30%減少 52 
減 40-50%減少 15 
少
遅くなっても元の電話番号で
-1.5 一1.0' -0.51 



























仮設電話の利用 不安だったか 長かったか 収入の減少 事業の回復 復旧の方法












その他 多 な し 短
従業者数 少 多 多 少 (少)
平常時の電話 少 多 少 多 少・極多
仮設電話
送信受信の不便 な し送信 な し受信 受信
現金の入用 な し入用
長かったか 短い 長い 短い 長い
収入の減少 多 少 少 多 少




















長い 少 多 早い 遅い 遅も元くのと 早 く
長 少 (遅い) 早 く
長 多 遅い 元の
長 多 早 く
少 (遅い) 早 く
多 (早い) 元の
長 多 早い 元の
長 少 早い 早 く
長 多 早い 元の
少 遅い 早 〈
(多) 多 少 多 少 少 多
多 少 多 少 多 多 少・極多
多 少 少 多
送受信 な し受信 送信 受信 な し送受信
短い 長い 短い 長い 短い 長い































































































































































































































































THE SOCIAL RESPONSE TO THE BURN OUT OF THE 
UNDERGROUNDCABLEATTHESETAGAYATELEPHONE 
EXCHANGE IN 1984 
Itsuki NAKABA YASHI， Michio MIY ANO 
and Toshio MOCHIZUKI 
Comprehensive Urban Stuudies， No.25， 1985， pp.3-44 
On november 16， 1984， the underground communication cable at the Setagaya telephone exchange in 
Tokyo burnt out. Because of this incident， about 89，000 telephones of househoulds， banks， the police 
office， the fire office， the city office and so on had their service interrupted in the area of the Setagaya 
telephone exchage and on-line systems of several banks could not be used in metropolitan region. For 
approximately 9 days， telephones remained inoperable forcing banks to cease transactions and giving 
strong anxiety to househoulds. 
This paper deals with the social response to this incident ; how did the people Iive without tele-
phones and how did the people conduct business without telephones and on-line service. The basic re-
sults of this study are as fol¥ows ; 
1) Generally speaking， the more frequently the telephone han been used， the more inconvenienced the 
individuals were. The businessmen have used the telephone more frequentIy than individuals such as 
housewives. 
2) ln general， business establishments were more embarrassed by the disruption than were residents. 
3)Only 25% of the residents experienced some great inconvenience rather or los. On the other hand， 
75% of the business establishments experienced great inconvenience or commercial los. On the average 
each establisihment experienced a 20-30 % drop in income during this period. 
4) Some establishments stil¥ experienced commercial losses long after the telephone system was re-
established. An example of such a business were restaurants which were unable to take advance orders. 
Key Words (キー・ワード) : Underground communication cable fire (洞道内通信ケーブル火災)， 
Interruption of telephone 5ervice (電話の不通)， Anxiety (不安感)， 
Commercial 1055 (経済的損失)， Inconvenience (不便)， Social 
re5pon5e (社会的対応)
